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(54) 【 発 明 の 名 称 】 ター ボ チ ャ ー ジ 式 ピ スト ン 内 燃 機関 の た め の フ レッ シュ ガス 供給 装置 


(57)【 特許 請求 の 範囲 】 
【 請求 項 1 】 
排ガス ター ボ チ ャ ー ジ ャ ー( 2 2 ) か ら 圧 縮 空 気 を 供給 する タ 


ー ボ チャ ー ジ ャ ー 式 ピス 


トン 内 燃 機関 の た め の 新 気 供給 装置 で あっ て 、 付 加 的 に 圧縮 空気 を 供給 する た め の 新 気 ガ 


ィ ド ギ 身 を 借 え 、 該 新 気 ガ イド 手段 は 、 管 状 の 内 室 (57 ) 内 に 側 方 で 開口 する 、 流 量 調 

政美 置 (6 8 ) を 備え た 圧縮 空気 接続 部 (42 ) と 、 前 記 内 室 ( 5 7 ) 内 に 配置 され た 、 
員 流 調整 の た め の フ ラッ プ ( 6 0 ) と を 有 し て お り 、 前 記 内 室 (57 ) が 、 排 ガス ター ボ 
チャ ー ジ ャ ー( 2 2 ) の チャ ー ジ エア の 流入 の た め の 第 1 の 終端 接続 部 (1 0 ) と 、 前 記 
チャ ー ジ エア の 流出 の た め の 第 2 の 終端 接続 部 (9 ) と に よっ て 仕切 られ て いる 形式 の も 


の に お いて 、 


前 記 新 気 ガ イド 手段 が 、 別 個 の モジ ュー ル ( 8 ) と し て 構成 され て いて 、 こ の モジ ュー 


ル の ケー シン グ ( 89) に 、 排 ガス ター ボ チ ャ ー ジ ャ ー( 2 2 ) 


に 接続 する 管 路 (1 1 ) 


及び 内 燃 機関 (2 ) へ の 吸気 管 ( 4) の た め の 管 路 接続 部 (86, 
た 2 つの 終 \ DN ho 0 NN これ ら の 終 3 


87) と し て 構成 され 


端 接続 部 (9, 10) が 
ーー ニー 。 アー モジ ュー ル ( 8 ) を 固定 する た め の 支 持 手段 と し て 形 


成 さ れ て お り 、 he ンク 内 に 組み 込ま れ た 電子 制御 ユニ ッ ト ( 3 5 ) の た め の 電 気 接続 
部 ( 4 1 ) が 、 92 8 9 ) の 外側 に 配置 され て お り 、 電 子 制御 ユニ ッ ト (35) 


に 、 一 方 で は 第 1 の 圧力 セン サ ( 7 2 ) の 接続 部 が 接続 され て いて 、 


該 第 1 の 圧力 セン サ 


(7 2 ) の 圧力 測定 器 ( 7 3 ) が フラ ッ プ (6 0 ) と 第 1 の 終端 接続 部 ( 1 0 ) と の 間 の 
管状 の 内 室 ( 6 1 ) 内 に 配置 され て お り 、 前 記 電 子 制 御 コ ニッ ト ( 35 ) に 、 他 方 で は 第 


10 


20 
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2 の 圧力 セン サ ( 7 2 ) の 接続 部 ( 7 1 ) が 接続 され て いて 、 該 第 2 の 圧力 セン サ ( 7 3 
) が 、 フ ラッ プ ( 6 0 ) と 第 2 の 終端 接続 部 ( 9 ) と の 間 の 管状 の 内 室 ( 6 2 ) 内 に 配置 
され て いる こと を 特徴 と する 、 タ ー ボ チャ ー ジ ャ ー 式 ピス トン 内 燃 機 関 の た め の 新 気 供給 


= 
装置 。 


【 請求 項 2 】 

前 記 管 路 接 続 部 (86 , 8 7 ) が チュ ー ブ 接 続 部 と し て 構成 され て お り 、 そ れ に よっ て 
チュ ー ブ 管 路 を 管 路 接続 部 に 止め 輪 手段 を 用 いて 固定 で きる よう に な っ て いる 、 請 求 項 1 
記載 の 新 気 供給 装置 
【 請求 項 3 】 

NA SR それ に よっ て 
路 を 管 路 接 続 部 に 連結 回 を 用 いて 固定 で きる よう に な っ て いる 、 請 求 項 1 記載 の 新 気 人 
装置 。 

【 請求 項 4 】 

少な く と も 1 つの 管 路 接 続 部 ( 8 6 , 8 7 ) が フラ ンジ と し て 構成 され て いて 、 そ れ に 
よっ て ね じ を 用 いて 固定 で きる よう に な っ て いる 、 請 求 項 1 記載 の 新 気 供給 装置 。 
【 請求 項 5 】 

付加 的 な 圧縮 空気 の た め の 流 量 調整 装置 (6 8 ) 、 フ ラッ プ ( 6 0 ) の た め の 調 人 節 装置 
(6 6 ) 、 並 びに この 調節 装置 (6 6 ) に 対応 配置 され た 位置 検出 セン サ ( 6 3 ) が ケー 
シン グ ( 89 ) 内 に 組み 込ま れ て いる 、 請 求 項 1 記載 の 新 気 供給 装置 。 

【 請求 項 6 】 

ケー シン グ ( 89 ) が 接続 面 ( 9 0 ) を 有 し て お り 、 こ の 接続 面 (9 0 ) に カバ ー( 9 

) が 解除 可能 に 固定 され て いて 、 こ の カバ ー( 9 1 ) の 下 に 電子 制御 ユニット (35: 

5a : 35b) が 配置 され て いて 、 こ の 電子 制御 ユニ ッ ト が 少な く と も 流量 調整 装置 ( 

8 ) 及び 調節 装置 (6 6 ) を 制御 する 、 請 求 項 1 記載 の 新 気 供給 装置 。 

項 7 】 

的 な 接続 部 (7 1, 69,74,65) に 、 電 子 制御 ユニ ッ ト (35 ) の 互い に 向 
電気 的 な 接続 部 (76, 78,80,82,.84) が 接続 され て いる 、 請 求 項 1 か 
で の いずれ か 1 項 記載 の 新 気 供給 装置 

項 8 】 

制御 ユニ ッ ト ( 35b ) が 、 運 転 及 び 機 能 ソ フト ウエ ア を 含有 すす る コン ピュ ー タ ( 

9 < を 有 し て いる 、 請 求 項 1 記載 の 新 気 供給 装置 
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科 ET 35a ) が 、 制 御 の た め の 1 つの パワ ー エ レク トロ ニク ス を 有 
し て お り 、 そ の 他 の 制御 機能 は 、 外 部 の エン ジン ンプ 車両 エレ クト ロニ クス に よっ て 構成 す 
る こと が で きる 、 請 求 項 1 記載 の 新 気 供給 装置 。 
請求 項 1 0 】 
流量 調整 装置 ( 6 8 ) に 通じ る 圧縮 空気 管 路 ( 4 3 ) 内 に 、 流 れ に 影響 を 与え る 交換 可 
能 な スロ ッ ト ル (85 ) が 組み 込ま れ て いる 、 請 求 項 1 記載 の 新 気 供給 装置 。 

【 請求 項 1 1 】 

スロ ッ ト ル (85 ) を 有する 前 記 圧 縮 空気 管 路 ( 4 3 ) と 前 記 内 室 (57 ) と が 平行 
軸線 を 有 し て いる 、 請 求 項 1 記載 の 新 気 供給 装置 
【 発明 の 詳細 な 説明 】 

【 技術 分 野 】 
【0001】 

本 発明 は 、 フ レッ シュ ガス ガイ ド 手 段 を 備え た 、 タ ー ボ チャ ー ジ ャ ー 式 ピス トン 内 燃 機 
NO RAI 置 で あっ て 、 管 状 の 内 室内 に 側 方 に 開口 する 、 流 量 調整 
装置 を 備え た 圧縮 空気 接続 部 前 記 内 室内 に 配置 され た 、 綿 流 調 整 の た め の フ ラッ プ と 
RN CC こと DD 
1 の 終端 接続 部 と 、 前 記 チ ャ ー ジ エア の 流出 の た め の 第 2 の 終端 接続 部 と に よっ て 仕切 ら 
れ て いる 形式 の も の に 関す る 。 
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【0002】 
この よう な 形式 の フレ ッシュ ガス 供給 装置 は 、 排 ガス ター ボ チ ャ ー ジ ャ ー を 補助 する た 
め に 使用 され る 。 特に ター ボボ チャー ジャ ー 式 ビス トン 内 燃 機 関 の 低い 回 転 数 範囲 内 で は 


接続 され た 排ガス ター ボ チ ャ ー ジ ャ ー は 、 十 分 な 駆動 エネ ルギー が 不足 し て いる た め に 、 
大 抵 の 場合 、 必 要 と され る チャ ー ジ 圧力 を 供給 する こと が で き な い 。 こ の よう な 状況 は 
運 手 者 に と っ て は ガス を 供給 する 際 に 低い 回 転 数 か ら 回復 し た よう に 感じ られ る 。 こ れ は 
いわ ゆる ター ボ ギ ャ ッ プ 効果 ( Turbolocheffekt) と し て 知ら れ て いる 。 こ の よう な ター 
ボ ギ ャ ッ プ 効果 を 補正 する た め に 、 必 要 な 状況 で 付加 的 な 圧縮 空気 が 自動 車 の 圧縮 空気 タ 
ンク か ら ピ スト ン 内 燃 機 関 の 吸気 管内 に 供給 され る 。 多く の 車両 型式 、 例 えば 産業 車両 又 
NC この 圧縮 空気 供給 綱 か ら 特 に 空 
圧式 の ブレ ー キ 装置 に 圧縮 空気 が 供給 され る よう に な っ て いる 。 

[0003)】 

Db NO We 
内 燃 機 関 の り の ため の 、 前 記 置 頭 に 述べ た 形式 の フレ ッシュ ガス 供給 装置 が 公知 で ある 。 排 ガ 
スタ ー ボ チ ヂ チャージャー を 介し て 圧縮 され た チャ ー ジ エア は 、 吸 気管 を 介し て シリ ンダ 室内 
に 達する 。 さ ら に 、 側 方 か ら 吸 気管 内 に 圧縮 空気 管 路 が 開口 し て お り 、 こ の 圧縮 空気 管 路 
は 弁 を 介し て 電子 制御 され た 開放 又は 閉鎖 され る 。 タ ー ボ 効果 を 補正 する た め に 、 弁 が 開 
放さ れ 、 そ れ に よっ て 圧縮 空気 シス テム の 圧縮 空気 タン ク か ら 取 り 出 され た 外部 の 圧縮 空 
気 が 吸 い 込 み 室 内 に 達する 。 こ の よう な 付加 的 に 供給 され た 圧縮 空気 が 逆流 する の を 避け 
る た め に 、 タ ー ボ チャ ー ジ ャ ー の 前 で 吸気 管内 に 強制 操作 され る 逆 止 弁 が 配置 され て いる 


【0004】 

この よう な 投 術 的 な 解決 策 に お ける 欠点 は 、 付 加 的 な が フレ ッシュ ガス ガイ ド 手段 が フレ 
SAR 置 の 組み 込ま れ た 構成 部 分 で あっ て 、 エ ンジ ン 個 別に 設計 され て いる と 

点 に ある 。 従っ て 修理 の 際 に 、 大 きい 構成 ユニ ッ ト を 交換 する 必要 が ある 。 大 量 生産 に 

I ME 給 装置 を 有 し て い 
る か 又は 有 し て いな い バ リエ ーション を 考慮 する こと も 、 相 応 に 費用 が か か る 。 
US4628880( アメリカ合衆国 特許 第 4628880 号 明細 書 ) に よれ ば 、 相 応 
の 生 且 0 仙 ん き OE ン 2 の の 機 RGS USN ター ボ チ ャ ー ジ ャ ー 式 ピス ト 
NN 置 が 公知 で ある 。 それ で も 、 こ の 公知 の フレ ッ 
シュ ガス 供給 装置 に お いて は 、 気 式 の 制御 接続 部 を 設け る 必要 が ある 、 と いう 欠点 が あ 
る 。 ま た 、 フ レッ シュ ガス 供給 装 財 党 の 表 束 を 装置 の 設計 は 効果 的 で は な い 。 

【0005】 

そこ で 本 発明 の 課題 は 、 タ ー ボ チャ ー ジ ャ ー 式 内 燃 機 関 の た め の フ レッ シュ ガス 供給 装 
置 を 改良 し て 、 タ ー ボ チャ ー ジ ャ ー 式 内 燃 機関 に お いて ユニ バー サル に 使用 する こと が で 
ぎる: フレ ッシュ ガス ガイ ド 手段 を 、 オ プシ ョ ン 的 に 装備 する こと が で きる よう に する こと 
で ある 。 

[0006]】 

この 課題 は 本 発明 に よれ ば 、 本 発明 の 請求 項 1 の 上 位 概念 部 に 記載 し た フレ ッシュ ガス 
供給 装置 に お いて 、 前 記 フ レッ シュ ガス ガイ ド 手段 が 、 別 個 の モジ ュー ル と し て 構成 され 
て いて 、 こ の モジ ュー ル の ケー シン グ に 、 管 路 接 続 部 の 形状 の 2 つの 終端 接続 部 が 形成 さ 
れ て いて 、 こ れ ら の 終端 接続 部 が 、 モ ジュ ー ル の た め の 仕 切手 段 と し て も 適し て いる こと 
に よっ て 解決 され た 。 従属 請求 項 に は 、 本 発明 の 有利 な 実施 態様 が 記載 され て いる 
【0007】 
本 発明 の 技術 的 な 手段 に よれ ば 、 フ レッ シュ ガス メガ イド 手段 が 別個 の モジ ュー ル と し て 
構成 され て いて 、 こ の モジ ュー ル の ケー シン グ に 、 管 路 接 続 部 の 形状 の 2 つの 終端 接続 間 
が 形成 され て お り 、 こ れ ら 2 つの 終端 接続 部 が 、 モ ジュ ー ル の た め の 支 持 手段 と し て も 適 
し て いる 

【:00.0.8 

本 発明 の 解決 策 の 利点 は 、 タ ー ボ チャ ー ジ ャ ー 式 ピス トン 内 燃 機 関 が 簡 単 な 形 式 で オプ 
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ショ ン 的 に ( 任意 に 、 選 択 的 に ) 装備 で きる 、 と いう 点 に ある 。 何故 な ら ば 、 別 個 の モジ 
ュー ル は 、 必 要 で あれ ば チャ ー ジ エア 通路 に 連結 する こと が で きる か ら で あ る 。 こ れ に よ 
っ て 、 付 加 的 な フレ ッシュ ガス ガイ ド 手 段 を 備え て いな い 、 古 い タ ー ボ チャ ー ジ ャ ー 式 ピ 
スト ン 内 燃 機関 に 後 か ら 装 備 す る 可能 性 も 提供 され る 。 最近 の 車体 構造 に よれ ば 、 そ れ ぞ 
れ 所 属 の ビス トン 内 燃 機 関 に それ ぞ れ 適合 され て いる 、 ま っ た く 異 な る 形式 の フレ ッシュ 
ガス ガイ ド 手 段 を 準備 する こと が で きる 。 従っ て 、 例 えば 付加 的 な 圧縮 空気 の 貫流 率 、 弁 
の 有効 直径 等 の パラ メー タ を 、 対 応 す る ピス トン 内 燃 機関 に フレ キシ ブル に 適応 させ る こ 
と が で きる 。 

【0009】 

有利 な 形式 で 、 チ ュー ブ 管 路 を 管 路 接 続 部 に 止め 輪 手段 、 ク リッ プ 手 段 又 は これ を 類似 
の も の を 用 いて 固定 で きる よう に する た め に 、 前 記 管 路 接 続 部 が チュ ー ブ 接 続 部 と し て 構 
成 さ れ て いる 。 ま た 、 管 路 を 管 路 接 続 部 に 連結 器 を 用 いて 固定 で きる よう に する た め に 、 
前 記 2 つの 管 路 接続 部 が 管 継手 と し て 構成 され て いる 。 

[0010)】 

また 、 こ れ ら の 実施 例 に 対し て 選択 的 に 、 ね じ を 用 いて 固定 で きる よう に する た め に 、 
少な く と も 1 つの 管 路 接続 部 を フラ ンジ の 形式 で 構成 する こと も 考え られ る 。 有利 な 形式 
で 、 フ ラン ジ は エン ジン 側 に 配置 され て いる の で 、 こ の フラ ンジ を 介し て モジ ュー ル を ピ 
スト ン 内 燃 機関 に 頑丈 に 固定 する こと が で きる 。 

EEO0rdi 

モジ ュー ル の ケー シン グ 内 に 、 有 利 な 形式 で 付加 的 な 圧縮 空気 供給 の た め の 弁 を 制御 す 
る た め の 流 量 調整 装置 、 フ ラッ プ 調 節 装置 を 能動 的 に 制御 する た め の フ ラッ プ の た め の 電 
子 ・ 機械 式 の 調節 装置 、 並 びに この 調節 装置 に 対応 配置 され た 位置 検出 セン サ が 組み 込ま 
れ て いる 。 こ の フレ ッシュ ガス ガイ ド 手段 に 所 属す る すべ て の 部 材 は 、 ス ペー ス を 節約 し 
て ケー シン グ 内 に 組み 込む こと が で きる 。 ケ ー シ ン グ の 外側 で 、 圧 縮 空気 接続 部 の 隣 に も 

同様 に ケー シン グ 内 に 組み 込ま れ た 電子 制御 ユニ ッ ト の た め の 少 な く と も 1 つの 電気 的 
な 接続 部 が 配置 され て いる 。 電気 的 な 接続 部 を 介し て 、 電 子 制御 ユニ ッ ト は 、 使 用 電圧 、 
例え ば 車両 エレ クト ロニ クス の CAN バ ス ( CAN- Bus ) に 接続 され る 。 
【0012】 

本 発明 の 改善 され た 別 の 手段 に よれ ば 、 モ ジュ ー ル の ケー シン グ が 有利 に は 2 分 割 で 構 
成 さ れ て いる 。 例え ば 修理 及び メン テ ナ ン ス を 軽減 する た め に 、 カ バー の 下 に 、 組 み 込 ま 
れ た 電子 制御 ユニ ッ ト が 、 外 部 か ら ア クセ ス ( 接近 ) で きる よう に 配置 され て いる 。 
[001 8.] 
有利 な 形式 で 、 電 子 制御 ユニ ッ ト に 圧力 セン サ が 接続 され て いて 、 こ の 圧力 セン サ の 圧 
力 測 定 器 が 、 フ ラッ プ と 第 1 の 終端 接続 部 と の 間 の 管状 の 内 室内 に 配置 され て お り 、 ま た 
電子 制御 ユニ ッ ト に 別 の 接続 部 が 接続 され て いて 、 こ の 別 の 接続 部 を 介し て 第 2 の 圧力 セ 
ン サ が 、 フ ラッ プ と 第 2 の 終端 接続 部 と の 間 の 管状 の 内 室内 に 配置 され て いる 。 こ れ に よ 
っ て 得 ら れる 圧力 測定 値 は 、 本 発明 の 実施 例 に よれ ば 、 電 子 制御 ユニ ッ ト で 直接 評価 され 
、 こ の た め に 電子 制御 ユニ ッ ト は 、 相 応 の 運転 ソフ トウ エア 及び 機能 ソフ トウ エア で 作業 
する マイ クロ プロ セッ サ と し て の コン ピュ ー タ を 有 し て いる 。 ま た 電子 制御 ユニ ッ ト は 、 
前 記 の よう な コン ピュ ー タ を 有 し て お ら ず 、 調 量 装 置 及び 調節 装置 を 制御 する た め の パ ワ 
ー エ レク トロ ニク ス だ け を 有 し て いて も よい 。 こ の 場合 、 そ の 他 の 制御 機能 は 、 外 部 の エ 
ンジ ング 車両 エレ クト ロニ クス に よっ て 分 散 し て 構成 する こと が で きる 。 

[001 24)】 

本 発明 の 別 の 改善 され た 手段 に よれ ば 、 流量 調整 装置 に 通じ る 圧縮 空気 管 路 内 に 、 流 れ 
に 影響 を 与え る 交換 可能 な スロ ッ ト ル が 組み 込ま れ て いる 。 ス ロッ トル の 選択 を 介し て 簡 
単 な 形 式 で 、 流 量 調整 装置 の パラ メー タ 貫 流 に 影響 を 及ぼ すこ と が で きる 。 

[0015)】 

以下 に 図面 に 示し た 実施 例 を 用 いて 本 発明 を 具体 的 に 説明 する 。 

【0016 

図 1 は 、 フ レッ シュ エア 供給 装置 を 備え た 、 タ ー ボ チャ ー ジ 式 ピ スト ン 内 燃 機 関 の ブ ロ 
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ッ ク 図 、 
図 2 は 、 モ ジュ ー ル と し て 構成 され た フレ ッシュ エア 供給 装置 の フレ ッシュ エア ガイ ド 
手段 の ブロ ッ ク 図 、 
図 3 は 、 第 1 実施 例 に よる 前 記 モ ジュ ー ル の 斜視 図 、 
図 4 は 、 第 2 実施 例 に よる モジ ュー ル の 貸 視 図 、 
図 5 は 、 図 4 に 示し た モジ ュー ル の 、 一 部 分 解 し た 状態 の 斜視 図 、 
図 6 は 、 第 3 実施 例 に よる モジ ュー ル の 余 視 図 で ある 。 
[0017]】 
図 1 に よれ ば 、 装置 1 は 、 直 列 に 接続 され た 6 つの シリ ンダ ( 直列 6 気筒 ) を 有する タ 
ー ボ チャ ー ジ 式 ピ スト ン 内 燃 機関 2 を 有 し て お り 、 そ の 吸気 管 4 は マニ ホー ルド 5 に 接続 
され て いて 、 こ の マニ ホー ルド 5 は 接続 フラ ンジ 7 を 有 し て いる 。 こ の 接続 フラ ンジ 7 に 
、 フ レッ シュ エア 管 路 部 分 モジ ュー ル 8 の 、 流出 の た め の 第 2 の 終端 接続 部 9 が 接続 され 
て いる 。 流入 の た め の 第 1 の 終端 接続 部 1 0 は 、 管 路 11 に よっ て チャ ー ジ エア 冷却 器 1 
3 の 流出 開口 1 2 に 連結 され て お り 、 こ の チャ ー ジ エア 冷却 器 1 3 の 流入 開口 1 4 は 管 路 
1 5 に よっ て ター ボ 圧 縮 機 1 7 の 流出 開口 1 6 に 連結 され て いる 。 タ ー ボ 圧縮 機 1 7 の 流 
入 開口 1 8 に 、 管 路 2 0 を 介し て エア フィ ル タ 1 9 が 接続 され て いる 。 タ ー ボ 圧縮 機 1 7 
は 、 排 ガス ター ボ チ ャ ー ジ ャ ー2 2 の 部 分 を 形成 し て いて 、 こ の 排ガス ター ボ チ ャ ー ジ ャ 
ー2 2 の 排ガス ター ビン 2 3 は 、 そ の 流入 開口 2 4 が 排気 マニ ホー ルド 2 6 の 流出 開口 2 
5 に 接続 され て いる 。 タ ー ボ 圧縮 機 1 7 と 排ガス ター ビン 2 3 と は 軸 2 1 に 固定 され て い 
る 。 シ リン ダ 3 は 排気 管 路 2 7 に よっ て 排気 マニ ホー ルド 2 6 に 接続 され て いる 。 排ガス 
ター ビン 2 3 の 流出 開口 2 8 は 、 排 気管 2 9 に 連結 され て いる 。 
【0018】 

シリ ンダ 3 の 燃料 供給 は 噴射 フ ズ ル 3 0 に よっ て 行わ れる 。 噴射 ノズル 3 0 の 調整 は 、 
ライ ン 3 1 を 介し て 電子 制御 ユニ ッ ト 3 8 の 第 1 の 接続 部 3 2 3 に よっ て 実施 され る 。 電 
子 制御 ユニ ッ ト 38 の 接続 部 37 に は 、 ア クセ ル ペ ダル 3 3 の 接続 部 3 4 が ライ ン 36 に 
よっ て 接続 され て いる 。 ア クセ ル ペ ダル 3 3 は 操作 機構 を 備え て お り 、 こ の 操作 機構 は 公 
知 の 形式 で 自動 車 の 運転 者 に よっ て 操作 され る 。 電子 制御 ユニ ッ ト 3 8 の 電気 電子 接続 
部 3 9 は 、 中 継 ラ イン 40 を 介し て 、 フ レッ シュ ガス 管 路 部 分 モジ ュー ル 8 の 電子 制御 ユ 
ニッ ト 3 5 の 電気 電子 接続 部 4 1 に 接続 され て いる 。 
【0019】 

フレ ッシュ ガス 管 路 部 分 モジ ュー ル 8 は 圧縮 空気 接続 部 42 を 有 し て お り 、 こ の 圧縮 空 
気 接続 部 4 2 は 、 管 路 4 3 を 介し て 圧縮 空気 容器 4 5 の 排出 接続 部 4 4 に 接続 され て いる 
。 圧縮 空気 容器 4 5 の 供給 接続 部 46 は 、 管 路 47 を 介し て 圧縮 空気 コン プレ ッ サ 49 の 
圧縮 空気 接続 部 4 8 に 接続 され て いる 。 管 路 4 7 内 に プレ ッ シ ャ レギ ュ レ ー タ 5 0 及び 空 
気 乾燥 機 5 1 が 組み 込ま れ て いる 。 空気 圧縮 機 49 は イン テー クエ アダ クト 5 2 を 有 し て 
お り 、 こ の イン テー クエ アダ クト 52 は エア フィ ル タ 5 3 を 備え て いる 。 圧縮 空気 コン プ 
レッ サ 49 の 軸 5 4 は 、 ベ ルト ドラ イブ 5 5 を 介し て 、 自 動車 の ター ポチ ャ ー ジ 式 デ ィ ー 
ゼル エン ジン の 主軸 5 6 に 接続 され て いる 。 
【0020】 
図 2 は 、 管状 に 構成 され て いて 、 第 1 の 終端 接続 部 1 0 及び 第 2 の 終端 接続 部 9 を 備え 
て いて 、 こ の 第 1 の 終端 接続 部 1 0 と 第 2 の 終端 接続 部 9 と の 間 に 内 室 5 7 を 有 し て いて 
、 こ の 内 室 は 、 直 径 は D の 円 形 横断 面 を 有 し て いる 。 産業 車両 エン ジン 及び バス エン ジン 
H の 流 過 横 断面 は 次 の 式 で 表 さ れる 。 
【0021】 

D[mm] =11・V[1]105.:p[bar]9. 呈 35 

この 場合 、V は リッ トル で 表 さ れる 排気 量 、p は bar ( バー ル ) で 表 さ れる 最大 絶対 
給 気 圧 で ある 。 排気 量 は 、 エ ンジ ン モ デル に 応じ て 与え られ る 。 出力 グル ー プ は 、 給 気圧 
シン 
さ 


調整 に よっ て 実施 され る 。 エン : モデ ル に お いて 使用 され た 、 最 大 給 気 圧 に よっ て 与え 
られ た 直径 は 、 有 利 な 形式 で 選択 され た モジ ュー ル の 大 き さ を 規定 し 、 そ れ に よっ て この 
モジ ュー ル の 大 き さ は 全 エ ンジ ン モ デル を カバ ー す る 。 内 室 5 7 は 有利 な 形式 で 壁 部 5 8 
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に よっ て 包囲 され て お り 、 こ の 壁 部 5 8 内 に フラ ッ プ 6 0 の 軸 5 9 が 支承 され て いて 、 こ 
の 軸 5 9 は 壁 部 5 8 を 貫通 し て 外部 に ガイ ド さ れ て いる 。 フ ラッ プ 6 0 は 内 室 57 を 2 つ 
の 部 分 、 つ まり 、 第 1 の 終端 接続 部 10 と フラ ッ プ 6 0 と の 間 に 形 成 さ れる 流入 室 6 1 と 
、 第 2 の 終端 接続 部 9 と フラ ッ プ 6 0 と の 間 に 形 成 さ れる 流出 室 6 2 と を 仕切 っ て いる 。 
【0022】 

フラ ッ プ 6 0 は 、 閉 じ た 終 端 位置 と 、 完 全 に 開放 し た 終端 位置 と 、 軸 5 9 の 回 転 に よっ 
て 調節 され る 任意 の 中 間 位 置 と を 有 し て いる 。 調 人 節 装置 66 は 、 こ の 実施 例 で は 電動 機 と 
し て 構成 され て いて 、 電気 式 の 調節 装置 接続 部 7 4 を 備え て お り 、 こ の 調節 装置 接続 部 7 
4 は 、 ラ イン 7 9 を 介し て 、 電 子 制御 ユニ ッ ト 3 5 の 第 1 の 接続 部 8 0 に 接続 され て いる 
。 調節 装置 接続 部 7 4 に よっ て 、 調 節 装置 6 6 に 電流 が 供給 され 、 位 置 検出 セン サ 6 3 の 
接続 部 6 5 か ら 、 フ ラッ プ 6 0 の 位置 に 関す る 信号 が 取り 出さ れる 。 こ の 接続 部 6 5 は ラ 
イン 8 1 を 介し て 、 モ ジュ ー ル 8 の 電子 制御 ユニ ッ ト 35 の 接続 部 8 2 に 接続 され て いる 


o 


【002 3 

璧 部 5 8 内 に 、 第 2 の 終端 接続 部 9 と フラ ッ プ 6 0 と の 間 に 圧 縮 空気 流入 開口 6 7 が 形 
成 さ れ て お り 、 こ の 圧縮 空気 流入 開口 6 7 に 、 流量 調整 装置 6 8 を 備え た 圧縮 空気 接続 着 
4 2 が 接続 され て いる 。 流量 調整 装置 6 8 は 、 完 全 に し ゃ 断 さ れ た 位置 も 有 し て いる 。 弁 
7 0 を 有する 流量 調整 装置 6 8 の 電気 式 の 制御 接続 部 6 9 が 、 モ ジュ ー ル 8 の 電子 制御 ユ 
ニッ ト 35 の 接続 部 7 8 に 、 ラ イン 7 7 を 介し て 接続 され て いる 。 

【0024】 

電子 制御 ユニ ッ ト 35 の 接続 部 7 6 に 、 圧 力 セ ン サ 7 2 ( 壁 部 5 8 に 固定 され て いる ) 
の 接続 部 7 1 が ライ ン 7 5 を 介し て 接続 され て お り 、 圧 力 セ ン サ 7 2 の 圧力 測定 器 7 3 は 
フレ ッシュ ガス 管 路 部 分 モジ ュー ル 8 の 流出 室 6 2 内 に 差し 込ま れ て いる 。 圧力 セン サ 
72( 壁 部 5 8 に 固定 され て いる ) の 類似 の 接続 部 7 1 は 、 ラ イン 8 3 を 介し て モジ ュー 
ル 3 5 の 接続 部 8 4 に 接続 され て いる 。 圧力 セン サ 7 2 の 圧力 測定 器 7 3 は 、 モ ジュ ー ル 
8 の 流入 室 6 1 内 に 差し 込ま れ て いる 。 

[0025)】 

モジ ュー ル 8 の 電子 制御 ユニ ッ ト 3 5 は 接続 部 41 を 備え て お り 、 こ の 接続 部 4 1 に 、 
中 継 ラ イン 40 が 接続 され て いる 。 こ の 中 継 ラ イン 4 0 は 通信 ケー ブル と し て 構成 され て 
お り 、 こ の 通信 ケー ブル は 、 相 応 の ソフ トウ エア を 備え た 中 央 制御 ユニット (ECU) を 
有 し て いる エン ジン エレ クト ロニ クス (図示 せ ず ) に 接続 され て いる 。 

【0026】 

フレ ッシュ ガス 管 路 区 分 モジ ュー ル 8 は 、 両 端 部 に 管 路 接続 部 8 6 及び 8 7 を 備え て お 
り 、 こ れ ら の 管 路 接続 部 8 6 , 8 7 は 、 管 路 1 1 内 に 気密 に 組み 込む た め に 適し て お り 、 
この 管 路 1l 1 に よっ て 、 タ ー ボ チャ ー ジ 式 デ ィ ー ゼ ル エ ンジ ン の フレ ッシュ ガス 供給 が 行 
われ る 。 管 路 接 続 部 8 6 , 87 は 、 フ レッ シュ ガス 管 路 区 分 モジ ュー ル 8 を 固定 する の に 
適し た 構成 を 有 し て いる 。 

[0027)】 

流量 調整 装置 6 8 は 、 流 入 開 口 に お いて 交換 可能 な スロ ッ ト ル 8 5 を 有 し て お り 、 こ れ 
に よっ て 人 流量 が 制限 され る か 、 若 し く は エン ジン の 大 き さ に モジ ュー ル 式 に 合わ せら れ 


る 。 
【0028】 
電子 制御 ユニ ッ ト 3 5 も モジ ュー ル 式 に 交換 可能 に 構成 され て お り 、 こ の 場合 、 図 3 及 


び 図 4 に は 、2 つの 異な る 変化 実施 例 が 示さ れ て いる 。 
【0029】 

図 3 に は 、 フ レッ シュ ガス 管 路 区 分 モジ ュー ル 8 の ケー シン グ 8 9 の 接続 面 9 0 の 下 側 
の カバ ー9 1 が 取り 外さ れ て 示さ れ て いる 。 この 場合 、 電 子 制御 ユニ ッ ト 35a は 、 固 有 
の コン ピュ ー タ 及び ソフ トウ エア な し で 取り 付け られ て いる 。 

【0030】 
これ に 対し て 、 図 4 に は 、 電子 制御 ユニ ッ ト 35b は 、 固 有 [ の コン ピュ ー タ 88 及び ソ 
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フト ウエ ア を 備え て いる 。 ソ フト ウエ ア は 、 接 続 部 和 41 を 介し て コン ピュ ー タ 8 8 に 記憶 
され る 。 
[0031]】 
図 5 は 、 電 子 制 御 コ ユニット 35 b の 別 の 変化 実施 例 が 示さ れ て お り 、 こ の 場合 、 こ の 電 
SEE 
り 、 こ の 圧力 セン サ 7 2 及び 圧力 測定 器 7 3 は ケー シン グ 8 9 内 に 固定 され て いる 
[0032]】 

ンピュータ 8 8 の ソフ トウ エア は 、 弁 7 0 の 操作 と フラ ッ プ 6 6 の 操作 と を 調整 する 
。 弁 7 0 の 操作 時 の 遅延 が 1 0ms だ け で ある に も 拘わら ず 、 通 常 の 回 転 数 に お いて は 、 
フラ ッ プ 6 0 の 操作 時 に お ける 約 30ms 乃至 40ms の 遅延 が 発生 する 。 従っ て 、 弁 7 
0 の 流量 調整 装置 6 8 は 、 フ ラッ プ 6 0 が ほぼ 閉じ た 時 に 正確 に 操作 信号 を 得る の で 、 付 
HR 0 RM RED DR SE 


の 操作 時 点 を 検出 する た め AAR NS NE 
置 検出 セン サ 6 3 に よっ て 確認 さ コン ピュ ー タ 8 8 で 処理 され る 。 
【00331 


低い 回 転 数 に お いて は 、 弁 7 0 の 流量 調整 装置 68 は 、 前 述 の 運転 条件 と 比較 し て 早期 
に 操作 信号 を 得る の で 、 さ ら に 付加 的 な 圧縮 空気 が 管 路 1 1 を 通っ て 、 タ ー ボ 圧縮 機 1 7 
に 向かっ て 流入 し 、 そ れ に よっ て チャ ー ジ 圧力 が 制限 され る 。 

【0034】 

トラ ッ ク 若 し く は バス に お いて は 、 圧 縮 空 気 が 圧縮 空気 容器 45 か ら 取 り 出 され 、 圧 縮 
空気 接続 部 4 2 及び 管 路 4 3 は 、 ブ レー キ 装 置 の 技術 的 な 規定 に 従っ て 構成 され る 。 弁 7 
0 も この 要求 に 従っ て 構成 すれ ば 有利 で ある 。 電気 的 に 操作 され る 、 ブ レー キ 装 置 の いわ 
ゆる ABS 弁 が 適し て いる 。 ス ロッ トル 8 5 を 有する 圧縮 空気 管 路 43 と 、 内 室 57 と が 
1 つの 平行 な 幾何 学 的 軸線 を 有 し て いる 配置 構成 を 、 エ ンジ ン ル ー ム 内 に スペ ー ス を 節 
約 し て 組み 込む せこ と が で きる 。 何故 な ら ば 、 一 般 的 に 、 管 路 1 1 に 対し て 平行 に 、 十 分 な 
スペ ー ス が 提供 され る か ら で あ る 。 

[0035)】 
モジ ュー ル 8 は 、 種 々 る 型式 の ディ ー ゼ ル エ ンジ ン の た め に モジ ュー ル 構 造形 式 で 
構成 され て いる 。 大量 生産 され る エン ジン は 、 排 気 量 の 型式 で 段階 付け られ る か 、 若 し く 
は 所 定 の 大 き さ の 排気 量 で 組み 立て られ 、 次 いで 制御 及び 安全 性 の 段階 が 選択 され る 。 エ 
ンジ ン 技術 に お いて 、 8 AR こす る こと が 


一 般 的 で ある 。 従っ て 、 排 気 量 に は 、 こ の 排気 合 さ れ た フレ ッシュ ガス 管 路 の 直径 
も 含ま れる 。 モ ジュ ー ル 構造 形式 に よっ て 、 時 の を 、 段 階 式 に 流入 開口 1 0 若 し く 
は 流出 開口 9 の た め に 選択 する こと が で きる 。 

【0036】 


図 6 は 、 モ ジュ ー ル 8 の フラ ンジ の 変化 実施 例 を 示し て いる 。 こ の モジ ュー ル 8 の 第 2 
HMP フラ ンジ 9 2 と し て 構成 され 


て お り 、 こ の フラ ンジ 9 2 は 、 ケ ー シ ン グ 8 9 に 一 wu 成形 され て いて 、 図 示し て いな 
CR ENA 92 を 介し て 、 モ ジュ ー ル 8 が マ 
ニニ ホー ルド 5 に フラ ンジ 結合 する こと が で きる 。 


【 図面 の 簡単 な 説明 】 

【0037Jj 

【 図 1 】 フ レッ シュ エア 供給 装置 を 備え た 、 タ ー ボ チャ ー ジ 式 ピ スト ン 内 燃 機 関 の ブ ロッ 
ク 図 で ある 。 

【 図 2 】 モジュール と し て 構成 され た フレ ッシュ エア 供給 装置 の フレ ッシュ エア ガイ ド 手 
段 の ブロ ッ ク 図 で ある 。 

【 図 3 】 第 1 実施 例 に よる 前 記 モ ジュ ー ル の 斜視 図 で ある 。 
【 図 4 】 第 2 実施 例 に よる モジ ュー ル の 斜視 図 で ある 。 
【 
【 


図 5 】 図 4 に 示し た モジ ュー ル の 、 一 部 分 解 し た 状態 の 斜視 図 で ある 。 
図 6 】 第 3 実施 例 に よる モジ ュー ル の 斜視 図 で ある 。 
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装置 、 2 ピス トン 内 燃 機 関 '" 3 シリ ンダ 、 4 吸気 管 ` 5 マニ ホー 
6 シリ ンダ ブロ ッ ク 、 7 接続 フラ ンジ 、 8 フレ ッシュ ガス 管 路 部 分 モ 
ジュ ー ル 、 9 第 2 の 終端 接続 部 「 流出 部 」、 10 第 1 の 終端 接続 部 「 流入 部 」、 
管 路 、 12 流出 開口 、 1 3 チャ ー ジ エア 冷却 器 、 1 4 流入 開口 、 
1 5 管 路 、 16 流出 開口 、 1 7 ター ボ 圧 縮 機 、 1 8 流入 開口 、 19 エエ 
アフ ィ ル タ 、 20 管 路 、 21 軸 、 22 排ガス ター ボ ポチャ ー ジ ャ ー、 2 3 


排ガス ター ビン 24 流入 開口 、 25 流出 開口 、 26 排気 マニ ホー ルド 、 
27 排気 管 略 、 28 流出 開口 、 29 排気 管 、 30 噴射 ノズル 、 31 ラ 
イン 32 接続 部 、 33 アク セル ペダ ル 、 34 接続 部 、 35 電子 制御 ユ 


ニッ ト 、 35a 電子 制御 ユニ ッ ト ( コ ンピュータ 無し ) 、 35b 電子 制御 ユニ ッ 
ト ) 36 管 路 、 37 接続 部 、 38 ディ ー ゼ ル エ ンジ ン 
の 電子 制御 ユニ ッ ト 、 39 接続 部 、 40 マニ ホー ルド 、 4 1 接続 部 、 4 2 
圧縮 空気 接続 部 、 43 管 路 、 44 排出 接続 部 、 45 圧縮 空気 容器 、 46 
供給 接続 部 、 47 管 路 、 48 圧縮 空気 接続 部 、 49 空気 圧縮 機 、 50 
レッ シャ レギ ュ レ ー タ 、 51 空気 乾燥 機 、 52 イン テー クエ アダ クト 、 5 3 
エア フィ ル タ 、 54 軸 、 55 ベル トド ライ ブ 、 56 主軸 、 57 内 室 、 
58 側壁 、 59 軸 、 60 フラ ッ プ 、 61 流入 室 、 62 流出 室 、 6 
3 位置 検出 セン サ 、 64 外側 面 、 65 接続 部 、 66 調節 装置 、 67 圧 
縮 空気 流入 開口 、 6 8 流量 調整 装置 、 69 電気 式 の 制御 接続 部 、 70 バル ブ 
7 1 接続 部 、 7 2 圧力 セン サ 、 73 圧力 測定 器 、 74 調節 装置 接続 部 
、 75 管 路 、 76 接続 部 、 77 管 路 、 78 接続 部 、 79 ライ ン 、 
8 0 接続 部 、 81 ライ ン 、 82 接続 部 、 83 ライ ン 、 84 接続 部 、 
85 スロ ッ ト ル 、 86 管 路 接 続 部 、 87 管 路 接 続 部 、 88 コン ピュ ー タ 、 
89 ケー シン グ 、 90 接続 面 、 91 カバ ー、 92 フラ ンジ 、 93 孔 
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